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特
集4〜5 ようこそ  県大会・見附市大会へ

元気の出るふるさと講座（上越市）
観光ポスターを作り、イベント会場でＰＲ活動を行いました。

２……… トピックス 「第１回理事会・評議員会開催」

３……… 視 点 「目的の共有」　新潟県立生涯学習推進センター　学習振興課長　中尾　慶一
ひ ろ ば 「陶芸講座を受講して」　燕市・陶芸サークル「ぽったりー倶楽部」　酒井　啓子
掲 示 板 「関ブロ理事会出席・会場視察」

6……… 実践記録シリーズ 「まつのやま通学合宿」　十日町市中央公民館
7……… サークル交流 「田上町文化協会」（田上町）／「お花が結ぶ素敵な仲間たち」（南魚沼市）

素 顔 拝 見 徳永　拓実さん（弥彦村）／井熊　　靖さん（湯沢町）

８……… お元気ですか 「地域活動のおかげで」　新潟市・永田香久子さん
ネットワーク

大会実行委員長　刈谷　正人



2４月26日㈬　県生涯学習県民フォーラム企画会議　県庁　田原事務局長出席 ひとくち情報
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第
１
回
理
事
会
・
評
議
員
会
開
催�

　

今
年
の
第
１
回
理
事
会・
評
議
員

会
が
５
月
19
日（
金
）に
新
潟
市
東
地

区
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
理

事
会
は
午
前
10
時
か
ら
評
議
員
会
の

運
営
と
市
町
村
負
担
金
見
直
し
等
の

協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
午

後
１
時
か
ら
は
、来
賓
に
県
生
涯
学

習
推
進
課・加
茂
辰
也
課
長
と
同・中

川
日
里
副
参
事
を
迎
え
て
評
議
員
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

〈
役
員
改
選
〉

　

役
員
任
期
は
規
約
で
２
年
間
に

な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
任
期
２

年
目
で
改
選
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、役

員
が
異
動
等
の
と
き
は
後
任
者
が
そ

の
任
を
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
新
任
の
役
員
は
次
の
と
お
り

で
す
。

　
会　
長　
笹
川　
桂
一

�
（
上
越
市
立
公
民
館
）

　
理　
事　
遠
藤　
　
勝

�

（
阿
賀
野
市
中
央
公
民
館
）

　
監　
事　
高
橋　
健
一

�

（
魚
沼
市
中
央
公
民
館
）

　
評
議
員　
板
垣　
敏
幸

�

（
村
上
市
中
央
公
民
館
）

　
　
〃　
　
田
中　
未
来

�

（
燕
市
中
央
公
民
館
）

　
　
〃　
　
神
田　
久
利

�

（
阿
賀
町
公
民
館
）

　
　
〃　
　
鈴
木　
規
宰

�

（
十
日
町
市
中
央
公
民
館
）

〈
協
議
〉

　

評
議
員
会
で
は
議
長
に
渡
辺
孝

志
・
糸
魚
川
市
中
央
公
民
館
長
を

選
出
し
、次
の
こ
と
が
協
議
さ
れ

ま
し
た
。

１　
会
務
報
告：承
認
評
議
員
会

６　

�

来
年
度
の
県
大
会（
新
潟
市
大

会
）の
説
明

　
　
開
催
日
と
会
場

　
　

�

平
成
30
年
７
月
19
日（
木
）

　
　
新
潟
市
江
南
区
文
化
会
館

７　

�

関
係
機
関
、各
種
団
体
と
の
連

携
事
業・運
動
等
の
協
力：承
認

８　

�

市
町
村
負
担
金
の
見
直
し
に
つ

い
て

（
１
）事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
の
ま
と
め

　
①�

財
政
当
局
に
説
明
で
き
る
よ
う

に
見
直
し
が
必
要

　
②�

他
県
の
財
政
等
の
運
営
状
況
を

調
査

　
③
負
担
金
の
値
上
げ
は
難
し
い

　
④�
県
公
連
の
事
業
見
直
し
で
負
担

金
減
を

（
２
）協
議・意
見

　
①�

合
併
前
の
平
均
割
と
人
口
割
を

見
直
す

　
②�

ま
ち
づ
く
り
と
人
づ
く
り
が

活
動
目
標
で
あ
れ
ば
公
民
館

単
独
で
は
無
理
。
県
と
の
協
働

が
必
要

　
③�

予
算
編
成
に
権
限
を
持
つ
市

長
会
、町
村
会
に
働
き
か
け
が

必
要

　
④
事
業
費
減
の
一
層
の
工
夫
を

（
３
）確
認
事
項

　

�　
平
成
29
年
度
の
負
担
金
は
す
で

に
示
さ
れ
て
い
る
金
額
。６
月
中

旬
ま
で
に
市
町
村
に
納
入
通
知
が

送
付
さ
れ
る
。
平
成
30
年
度
は
、

平
成
29
年
度
と
同
額
を
予
定
し
て

い
る
。
負
担
金
額
の
見
直
し
に
つ

い
て
は
引
き
続
き
理
事
会
で
協
議

を
行
う
。

　

会
議
は
、負
担
金
の
見
直
し
協
議

に
時
間
を
か
け
ま
し
た
。
問
題
点
が

多
く
あ
る
こ
と
か
ら
、今
後
は
具
体

的
な
改
善
点
を
時
間
を
か
け
て
明
確

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。
次
回
は
理
事
会
が
６
月
９
日

（
金
）に
開
催
さ
れ
ま
す
。�

（
田
原
）

２　
会
計
決
算
、監
査
報
告：承
認

３　

�

活
動
の
基
本
方
針
と
事
業
計

画：承
認

４　
会
計
予
算：承
認

　
　

�
公
民
館
月
報
の
原
稿
執
筆
お
礼

（
図
書
カ
ー
ド
贈
呈
）は
、一
般

の
方
や
大
学
教
授
等
の
み
と

し
、学
校
や
官
公
庁
関
係
者
に

は
礼
状
の
み
と
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

５　

�

今
年
度
の
県
大
会（
見
附
市
大

会
）開
催
要
項：承
認

　
　

�

永
年
勤
続
者
表
彰
者
の
推
薦

締
め
切
り
は
６
月
６
日（
火
）。

遅
れ
な
い
よ
う
要
請
が
あ
り

ま
し
た
。

№772（第３種郵便物認可）  平成29年６月15日 

評議員会：加茂課長のあいさつ

左から高橋監事（魚沼市）越前監事（佐渡市）田原事務局長

評議員会　活発な意見交換

理事会：右　笹川会長



3 ひとくち情報 ５月９日㈫　県社会を明るくする運動推進会議　県庁　広瀬事務局員出席

ひろばひろば

掲示板 HOT NEWS 関ブロ理事会出席・会場視察

燕市・陶芸サークル
「ぽったりー倶楽部」

酒井　啓子

「陶芸講座を
� 受講して」

　

公
民
館
で
陶
芸
を
始
め
て
か
ら
９

年
が
経
ち
ま
し
た
。
市
民
講
座
で
し

ば
ら
く
学
び
、現
在
は
サ
ー
ク
ル
に

所
属
し
て
、自
分
の
ペ
ー
ス
で
制
作

し
て
い
ま
す
。

　

講
座
や
サ
ー
ク
ル
に
は
、様
々
な

年
代
や
職
業
、地
域
の
人
が
、そ
れ
ぞ

れ
日
々
の
生
活
が
あ
る
中
で
、い
ろ

ん
な
思
い
を
持
っ
て
集
ま
っ
て
き
ま

す
。
文
化
祭
や
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の

際
に
ず
ら
り
と
並
ぶ
作
品
を
観
て
い

る
と
、こ
こ
が
多
く
の
人
に
と
っ
て
、

意
味
の
あ
る
時
間
を
過
ご
せ
る
特
別

な
場
所
で
あ
る
こ
と
を
感
じ
ま
す
。

私
に
と
っ
て
も
そ
う
で
す
。

　

陶
芸
講
座
は
夜
間
で
月
３
回
。
絵

付
け
作
業
が
好
き
な
私
は
、皿
や
器

を
作
っ
て
は
ひ
た
す
ら
絵
や
模
様
を

描
き
ま
し
た
。
目
の
前
の
作
業
に
没

頭
し
て
い
る
う
ち
に
気
持
ち
が
落
ち

着
き
、仕
事
帰
り
に
よ
い
気
分
転
換

に
な
り
ま
し
た
。休
日
に
は
、仲
間
達

と
県
内
の
窯
巡
り
、陶
芸
家
の
作
品

鑑
賞
、先
生
に
付
い
て
ク
ラ
フ
ト

フ
ェ
ア
に
参
加
…
等
。
先
生
や
仲
間

の
お
か
げ
で
、
そ
れ
ま
で
知
ら
な

か
っ
た
も
の
に
出
会
い
、自
分
の
世

界
が
広
が
り
ま
し
た
。

　

い
つ
も
公
民
館
の
職
員
さ
ん
や
警

備
員
さ
ん
、掃
除
の
皆
さ
ん
が
環
境

を
整
え
、温
か
く
迎
え
て
く
だ
さ
る

こ
と
に
感
謝
で
す
。
そ
し
て
、こ
こ

で
た
く
さ
ん
の「
人
、も
の
、こ
と
」に

出
会
え
る
こ
と
を
幸
せ
に
感
じ
な
が

ら
、10
年
目
の
今
年
も
陶
芸
を
楽
し

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　５月11日（木）12日（金）に開催された第１回関ブロ理
事会に笹川会長と事務局２名が出席してきました。会議
には、全公連会長と事務局長が主催者として出席しまし
た。大会主管県の群馬県公連が詳細な開催要項を説明し
了解されました。事例発表者の参加旅費について、主管
地以外は担当県が負担するという申し合わせを一部見直
すということが確認されました。２日目は会場視察を行
いました。全体会場、分科会場とも立派な施設でした。 分科会場　臨江閣（文化財） 視察バス

新潟県立生涯学習推進センター
学習振興課長　中尾　慶一

こ
と
が
目
的
と
な
っ
て
い
な
い
か
、

常
に
自
己
点
検
を
怠
ら
な
い
」が
あ

り
ま
す
。

　

１
週
間
か
け
た
社
会
性
育
成
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
は
、登
山
や
野
外
炊
飯
な

ど
多
様
な
活
動
を
取
り
入
れ
ま
し

た
。
外
部
ス
タ
ッ
フ
の
協
力
を
得
て

無
事
終
了
し
た
と
き
に
、そ
れ
ぞ
れ

の
活
動
に
つ
い
て
評
価
を
行
い
ま
し

た
が
、肝
腎
な
社
会
性
育
成
に
つ
い

て
は
見
落
と
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

恥
ず
か
し
い
こ
と
で
す
が
、国
へ
の

最
終
報
告
の
段
階
で
、細
か
い
指
導

を
受
け
た
こ
と
を
今
で
も
覚
え
て
い

ま
す
。

　

さ
て
、学
校
教
育
や
青
少
年
教
育

な
ど「
教
育
」と
名
が
付
く
も
の
に
は

目
指
す
目
的
が
あ
り
ま
す
。そ
し
て
、

そ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、手

段
や
方
法
を
工
夫
し
ま
す
。し
か
し
、

当
初
の
目
的
を
忘
れ
て
、「
昨
年
も

や
っ
た
こ
と
だ
か
ら
」「
例
年
ど
お

り
に
」で
行
っ
て
い
る
活
動
や
取
組

が
意
外
と
多
い
も
の
で
す
。
手
段
や

方
法
を
工
夫
し
て
企
画
し
た
活
動
や

取
組
を
行
う
こ
と
が
目
的
に
す
り
替

わ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、常
に
多

面
的
に
評
価
し
、絶
え
ず
見
直
す
こ

と
が
必
要
で
す
。そ
の
た
め
に
は
、携

わ
る
職
員
が「
目
的
の
共
有
」を
確
実

に
行
う
こ
と
が
大
事
に
な
り
ま
す
。

　
公
民
館
の
目
的
は
、「
地
域
住
民
の

生
活
文
化
の
振
興
、社
会
福
祉
を
増

進
す
る
」と
、社
会
教
育
法
第
20
条
に

あ
り
ま
す
。
各
種
の
講
座
や
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
行
う
こ
と
が
目
的
化
さ
れ
て

い
な
い
か
、自
己
点
検
を
忘
れ
な
い

こ
と
が
、「
地
域
の
宝
」で
あ
る
公
民

館
を
一
層
輝
か
せ
る
と
思
い
ま
す
。

　

20
年
近
く
前
、県
外
に
あ
る
国
立

青
少
年
教
育
施
設
に
勤
務
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。小・中
学
校
や
地
域
の

子
ど
も
会
な
ど
で
施
設
を
訪
れ
た
子

ど
も
た
ち
に
、毎
日
の
よ
う
に
ア
ー

チ
ェ
リ
ー
や
カ
ヌ
ー
を
指
導
し
、楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。ま
た
、

１
週
間
か
け
て
行
う
社
会
性
育
成
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
、そ
の
施
設
の
使

命
で
あ
る
先
進
的
事
業
を
企
画・
運

営
す
る
と
い
う
貴
重
な
機
会
を
得
ま

し
た
。さ
ら
に
、様
々
な
研
修
の
機
会

に
も
恵
ま
れ
、全
国
各
地
を
訪
れ
て

多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。こ
れ
ら
の
経
験
を
通
し
て
、強

く
心
に
残
っ
て
い
る
こ
と
に
、「
や
る

「
目
的
の
共
有
」

№772（第３種郵便物認可）  平成29年６月15日 



4５月10日㈬　県公連会計監査　新潟市中央公民館　監査２名　事務局出席 ひとくち情報

特
集

大
会
実
行
委
員
長

　
刈
谷
　
正
人

　

第
68
回
新
潟
県
公
民
館
大
会
が
７
月
14
日(

金)

、見
附
市

文
化
ホ
ー
ル
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
中

越
地
区
の
公
民
館
職
員
が
協
力
し
合
い
な
が
ら
、大
会
の
成

功
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

１　
は
じ
め
に

　

今
大
会
の
テ
ー
マ
は「
地
方
創
生
に
お
け
る
公
民
館
の
役

割
～
人
と
地
域
を
育
む
公
民
館
活
動
を
め
ざ
し
て
～
」を
掲

げ
ま
し
た
。

　

こ
の
テ
ー
マ
は
、公
民
館
を
運
営
す
る
私
た
ち
職
員
に

と
っ
て
、最
優
先
の
課
題
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。公
民
館

利
用
者
の
減
少
や
固
定
化
な
ど
、現
在
の
公
民
館
が
抱
え
る

問
題
点
を
再
認
識
し
、幅
広
く
地
域
の
人
々
が
集
い
、公
民
館

が
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
と
な
る
に
は
、ど
こ
に
目
を
向
け
、何

が
必
要
な
の
か
を
、今
回
初
め
て
行
い
ま
す
ト
ー
ク
セ
ッ

シ
ョ
ン
や
各
地
区
の
事
例
発
表
を
と
お
し
て
、参
加
さ
れ
る

皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

２　
新
企
画「
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
」に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　

今
大
会
で
は
、従
来
の
記
念
講
演
に
代
え
て
ト
ー
ク
セ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。あ
ま
り
聞
き
慣
れ
な
い
言
葉
で
す
が
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
ト
ー
ク
者
に
加
え
、会
場
の
皆
さ
ん

も
参
加
す
る
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
は
、現
在
、新
潟
市
ア
グ
リ
パ
ー
ク
教
育

フ
ァ
ー
ム
園
長
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
真
柄
正
幸
さ
ん

を
、ト
ー
ク
者
に
は・
・
・
・
・
・
・
・
の
経
験
を
お
持
ち
で

あ
る
、上
越
市
の
沢
田
繁
さ
ん
と
燕
市
の
高
桑
紀
美
江
さ
ん

を
迎
え
、「
公
民
館
の
現
状
と
未
来
」に
つ
い
て
、豊
富
な
経
験

と
知
識
を
基
に
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。き
っ
と
、明
日
か
ら

の
公
民
館
活
動
へ
の
ヒ
ン
ト
が
得
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
の
新
し
い
企
画
に
ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

３　
小
学
生
が
演
じ
る
伝
統
劇
を
お
見
逃
し
な
く

　

昼
食
後
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、見
附
市
立
名
木
野
小
学

校
３
年
生・
４
年
生
全
児
童
に
よ
る
、ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
と
ヤ

マ
ト
タ
ケ
ル
の
神
話
を
も
と
に
し
た
伝
統
劇「
草く
さ
な
ぎ薙

龍り
ゅ
う」を

ご

覧
い
た
だ
き
ま
す
。

　

こ
の
物
語
で
は
、小
学
校
の
す
ぐ
近
く
を
流
れ
る
、か
つ
て

暴
れ
川
だ
っ
た
刈
谷
田
川
が
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
に
た
と
え
ら

れ
、人
々
が
オ
ロ
チ
と
戦
っ
た
様
子
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。昭

和
54
年
に
初
め
て
上
演
さ
れ
て
か
ら
、伝
統
劇
と
し
て
行
事

な
ど
で
地
元
に
人
た
ち
に
披
露
し
続
け
て
お
り
、現
在
は
３

年
生
と
４
年
生
が
引
き
継
い
で
い
ま
す
。

　

ス
テ
ー
ジ
上
を
躍
動
す
る
２
体
の
龍
の
迫
力
と
、児
童
の

ひ
た
む
き
な
演
技
に
ご
注
目
く
だ
さ
い
。

４　
人
づ
く
り・ま
ち
づ
く
り
の
事
例
を
学
ぶ

午
後
の
事
例
発
表
は
、次
の
３
地
区
の
皆
さ
ん
か
ら
発
表
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
１
．上
越
地
区

　

２
．下
越
地
区

　
３
．新
潟
市

　
　
　
　
（
発
表
順
）

　

い
ず
れ
も
地
域
を
元
気
に
す
る
取
組
に
関
す
る
発
表
に
な

る
予
定
で
す
。

名木野小学校伝統劇草薙龍

№772（第３種郵便物認可）  平成29年６月15日 

よ
う
こ
そ  

県
大
会・見
附
市
大
会
へ



5 ひとくち情報 ５月11日㈭ 12日㈮　第１回関ブロ理事会　前橋市　会長、事務局２名出席

５　
中
越
地
区
の
特
産
品
を
ご
用
意

　

第
68
回
大
会
は
、見
附
市
と
三
条
市
を
中
心
に
、オ
ー
ル
中

越
が
大
会
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
協
力
し
て
い
ま
す
。
物
産

販
売
コ
ー
ナ
ー
も
中
越
地
区
の
魅
力
あ
る
特
産
品
を
ご
用
意

い
た
し
ま
す
。

　

地
元
見
附
市
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、全
国
的
に
も
珍
し
い
、自

治
体
が
運
営
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル

「
ど
ま
い
ち
」の
オ
ス
ス
メ
品
を
、和
の
ス
イ
ー
ツ
を
中
心
に

取
り
揃
え
ま
す
。
ま
た
、障
が
い
の
あ
る
子
の
親
の
仲
間

「
ぽ
っ
ぽ・
ど
り
い
む
」が
製
造
し
て
い
る
、ク
ッ
キ
ー
や
ラ
ス

ク
、パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
な
ど
も
販
売
し
ま
す
。
さ
ら
に
、他
の

市
町
村
か
ら
も
様
々
な
オ
ス
ス
メ
品
を
ご
用
意
し
ま
す
の

で
、ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

６　
皆
さ
ん
の
来
館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　

県
の
ど
真
ん
中
、見
附
市
に
多
く
の
方
か
ら
お
い
で
い
た

だ
け
る
よ
う
に
、今
大
会
の
参
加
費
は
昨
年
と
同
額
の

１
、０
０
０
円
に
し
ま
し
た
。

　

７
月
14
日（
金
）の
大
会
当
日
ま
で
、残
す
と
こ
ろ
１
ケ
月

あ
ま
り
と
な
り
ま
し
た
。
準
備
は
着
々
と
進
ん
で
い
ま
す
。

当
日
は
、県
内
各
地
か
ら
お
い
で
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
か
ら

喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
大
会
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。皆
さ
ん
の
お
越
し
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
日
程

　
10：00　
受
付

　
10：30　
開
会
式

　
　
　
　

公
民
館
永
年
勤
続
者
表
彰
式

　
11：00　
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

　
　
　
　

テ
ー
マ「
公
民
館
の
現
状
と
未
来
」

　
　
　
　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　
真
柄　
正
幸�

氏

�

（
新
潟
市
ア
グ
リ
パ
ー
ク
教
育
フ
ァ
ー
ム
園
長
）

　
　
　
　

ト
ー
ク
者　
沢
田　
　
繁�

氏（
上
越
市
）

　
　
　
　

ト
ー
ク
者　
高
桑
紀
美
江�

氏（
燕　
市
）

　
13：10　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　
　
　
　

�

見
附
市
立
名
木
野
小
学
校
３
年
生・
４
年
生
に
よ

る
伝
統
劇「
草
薙
龍
」（
く
さ
な
ぎ
り
ゅ
う
）

　
13：30　
事
例
発
表

　
　
　
　
　
上
越
地
区　
１
件

　
　
　
　
　
下
越
地
区　
１
件

　
　
　
　
　
新
潟
市　
　
１
件

　
15：00　
閉
会
式

（
大
会
事
務
局
）第
68
回
新
潟
県
公
民
館
大
会
事
務
局

　
〒
９
５
４
‐
０
０
５
３

　
見
附
市
本
町
２
丁
目
５
番
９
号（
見
附
市
中
央
公
民
館
内
）

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ　
０
２
５
８
‐
６
２
‐
１
０
５
８

　
Ｆ
Ａ
Ｘ　
０
２
５
８
‐
６
２
‐
３
１
９
９

　

E-m
ail　

tyuukou@
city.m

itsuke.niigata.jp

〇�

大
会
参
加
申
込
み
は
、５
月
25
日（
木
）発
送
の
開
催
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
申
込
み
用
紙
に
よ
り
、６
月
26
日（
月
）ま
で

に
お
願
い
し
ま
す
。

みつけ健幸の湯ほっとぴあ

どまいちのオススメ品みつけイングリッシュガーデン

№772（第３種郵便物認可）  平成29年６月15日 



6５月19日㈮　県公連第１回理事会・評議員会　新潟市東地区公民館 ひとくち情報

シ
リ
ー
ズ

シ
リ
ー
ズ

実
践

記
録
実
践

記
録

は
じ
め
に

　

元
々
は
、山
村
留
学
事
業
を
行
っ
て
い
た
民
間
団

体
が
始
め
た
も
の
で
す
が
、平
成
15
年
度
か
ら
旧
松

之
山
町
が
事
業
主
体
と
な
り
、平
成
17
年
の
市
町
村

合
併
を
経
て
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
小
規
模
校

で
あ
る
こ
と
や
先
生
方
の
協
力
も
あ
り
、毎
年
ほ
ぼ

１
０
０
％
近
い
参
加
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

合
宿
の
概
要

【
小
学
生
の
部
】

　
小
学
４
年
生

か
ら
６
年
生
ま

で
を
対
象
に
、

築
50
年
余
の
廃

校
と
な
っ
た
木

造
校
舎
を
改

築
・
利
活
用
し

た「
三
省
ハ
ウ

ス
」を
会
場
に

３
泊
４
日
で
行

い
ま
す
。
男
女

別
に
班
分
け
を

し
て
、班
の
中

で
役
割
分
担
し

て
活
動
し
ま

す
。
普
段
の
生

活
で
は
家
族
に

依
存
し
が
ち
な

子
ど
も
た
ち

が
、異
年
齢
の

団
体
生
活
の
中

で
日
常
生
活
の

基
本
を
自
分
自
身

で
行
い
な
が
ら
学

校
に
通
う
こ
と
に

よ
り
、自
主
性
・

協
調
性
を
伸
ば
し

「
生
き
る
力
」を

身
に
つ
け
る
こ
と

を
目
的
に
し
て
い

ま
す
。

　

活
動
の
内
容
に

は
特
別
な
メ

ニ
ュ
ー
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、最
終
日
だ
け
は
隣
の
地

域
に
あ
る
大
地
の
芸
術
祭
の
作
品
で
あ
る「
ま
つ
だ

い
農
舞
台
」に
出
か
け
周
辺
散
策
で
田
ん
ぼ
の
生
き

物
や
草
花
の
特
徴
な
ど
を
学
ん
だ
り
、ア
ー
ト
作
品

の
説
明
を
聞
い
た
り
し
た
あ
と
、通
学
合
宿
の
感
想

を
絵
や
文
章
に
ま
と
め
て
終
了
し
ま
す
。

【
中
学
生
の
部
】

　
中
学
生
は
全
学
年
を
対
象
に
２
泊
３
日
で
行
い
ま

す
。
小
学
生
の
部
と
大
き
く
違
う
の
は
、１
泊
少
な

い
こ
と
、夕
食

後
に
課
外
授

業
を
行
う
こ

と
、そ
の
時
間

を
捻
出
す
る

た
め
に
、下
校

時
に
松
之
山

温
泉
で
一
斉

に
入
浴
を
済

ま
せ
て
か
ら

合
宿
所
入
り

す
る
こ
と
な

ど
で
す
。

　

課
外
授
業

の
講
師
に
は
、

例
年
大
地
の

芸
術
祭
関
連

の
作
家
の
方

な
ど
を
お
願

い
し
て
い
ま

す
。
28
年
度
の

課
外
授
業
で

は
、身
体
を
動
か
し
な
が
ら
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
や
課
題

解
決
能
力
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
養
う
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

ま
と
め

　

通
学
合
宿
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、子
ど
も
た

ち
が
主
体
的
に
時
間
を
使
う
体
験
、身
の
回
り
の
こ

と
を
自
分
で
や
り
く
り
す
る
こ
と
、共
同
生
活
で
の

責
任
・
協
力
、問
題
を
話
し
合
い
で
解
決
す
る
こ
と

等
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
友
達
と
共
同
生
活
す
る
こ
と
の

楽
し
さ
や
大
変
さ
、家
族
と
離
れ
て
生
活
す
る
こ
と

の
不
安
を
経
験
す
る
こ
と
は
、子
ど
も
の
成
長
に

と
っ
て
大
き
な
プ
ラ
ス
に
な
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
そ
の
こ
と
は
、事
業
終
了
後
に
実
施
す
る
子
供

と
保
護
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
も
伺
え
る

こ
と
で
す
。

　

多
く
の
方
々
の
ご
支
援
・
ご
協
力
が
な
く
て
は

実
施
で
き
な
い
こ
の
事
業
で
す
が
、子
ど
も
た
ち
の

成
長
を
願
っ
て
今
後
も
継
続
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。�

（
村
山
）

№772（第３種郵便物認可）  平成29年６月15日 

初日のオリエンテーション 合宿所に入るところ

課外授業の様子

初日のオリエンテーション

231 「まつのやま通学合宿」
十日町市中央公民館



7 ひとくち情報 ５月21日㈰　県生涯学習協会総会　万代市民会館　田原事務局長出席

CirCle
サークル交流

　弥彦村教育委員会社会教育係２
年目になった徳永拓実さんを紹介
します。
　弥彦村出身・在住、弥彦愛にあ
ふれた“弥彦っ子”の徳永さん。
村職員を志したきっかけは「村の
子どもたちのために働きたい」という強い想いから、
だったそうです。その想いが叶い、採用後最初の配
属が教育委員会となりました。
　配属先の社会教育係では、現在３名の職員で社会
教育・体育振興などの幅広い業務、多様な事業を行っ
ています。業務で多忙な日々を過ごしつつも、「子
どもわくわく教室」や「キッズチアダンス教室」な
どの企画に精力的に取り組む姿からは、村の子ども
たちへの愛情が感じられます。
　私生活では、２人のお子さんのパパの徳永さん。
村のため、村の子どもたちのため、そして「ディ
ズニーランド」が大好きなお子さんたちのために
仕事に励む徳永さん。これからの活躍がとても楽
しみです。

（弥彦村教育委員会　石田　高浩　記）

弥彦村教育委員会　社会教育係

主事　徳永　拓実さん

　公民館２年目となります井熊主
任、とにかくフットワークが軽
く、目配り・気配り・即実行の頼
れる人物です。多彩なアイディア
とそれを実現できる能力を持った
井熊さんのおかげで、公民館を利
用する方々のみならず、職員もその恩恵を受けてい
ます。きっちりした性格は机上にも現れ、業務終了
後はもちろん、ちょっとした離席時も常に整然とし
ています。
　動植物を愛する井熊さんは公民館の花壇・館内の
植物にも常に気を配り、空いているプランターがあ
れば花を植え、手入れも欠かしません。グリーンシー
ズンは自転車で通勤している点でも、環境への意識
が高いことがうかがえます。公民館勤務になってか
ら誘われた音楽サークルの一員として、出演依頼も
快諾し地域の祭りの場も盛り上げています。
　そんな真面目な井熊さんですが、お饅頭を一口で
食べてしまったり、違う車のカギを持って行って「カ
ギが開かない！」と格闘したりと親しみやすい一面
も見せてくれています。
（子育て教育部教育課生涯学習係　小沼　香奈　記）

湯沢町教育委員会  子育て教育部教育課生涯学習係

主任　井熊　　靖さん

田
上
町
文
化
協
会

あ
じ
さ
い
会

　

あ
じ
さ
い
会
は
、平
成
元
年
に

結
成
し
、今
年
で
29
年
目
に
入
り

ま
し
た
。

　
今
で
は
、60
代
か
ら
80
代
と
高
齢

に
な
り
ま
し
た
が
、ま
だ
ま
だ
元

気
で
楽
し
く
大
正
琴
を
弾
い
て
い

ま
す
。

　
私
た
ち
の
活
動
は
、年
２
回
の
発

表
会
と
地
区
の
敬
老
会
参
加
で
す
。

発
表
会
に
向
け
て
の
練
習
は
大
変

で
す
が
、人
前
で
弾
く
緊
張
感
と
、

う
ま
く
弾
け
た
時
の
達
成
感
は
何

と
も
言
え
ず
、次
に
繋
が
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
以
前
は
、生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
で
県
外
ま
で
行
き
演
奏
す
る

事
も
あ
り
ま
し
た
が
、遠
出
も
億
劫

に
な
り
ま
し
た
。
月
２
回
、町
の
公

民
館
で
大
正
琴
の
仲
間
と
会
い
、好

き
な
曲
を
弾
き
、練
習
後
は
お
茶
を

飲
み
な
が
ら
お
し
ゃ
べ
り
を
す
る

事
。そ
れ
が
一
番
の
楽
し
み
で
す
。

　

町
の
公
民
館
も
古
く
な
り
、２
、

３
年
後
に
移
転
と
か
…
。

　
新
し
い
公
民
館
は
遠
く
な
り
、皆

様
で
い
け
る
か
ど
う
か
心
配
で
す

が
、29
年
間
お
世
話
に
な
っ
た
町
の

公
民
館
を
私
た
ち
の
交
流
の
場
と

し
て
利
用
さ
せ
て
頂
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

参
加
の
ペ
ー
ス
は
、各
自
、お
仕

事
や
用
事
の
都
合
で
、毎
週
参
加
の

人
、月
一
度
の
人
と
色
々
で
す
。

　
基
本
メ
ニ
ュ
ー
（
資
料
等
）が
充

実
し
て
い
る
の
で
、趣
味
で
楽
し
む

の
は
も
ち
ろ
ん
、目
標
を
も
っ
て
資

格
取
得
に
挑
戦
す
る
方
も
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、ご
自
身
の
ス
タ
イ
ル

で
お
花
を
楽
し
み
、お
花
に
癒
さ

れ
て
、い
つ
の
間
に
か
す
て
き
な

お
花
の
輪
が
で
き
ま
し
た
。

　
毎
週
火
曜
日
、会
員
随
時
募
集
中

で
す
！

お
花
が
結
ぶ
　
　
　

　
　
素
敵
な
仲
間
た
ち

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト 

　
　

サ
ー
ク
ル
　
ミ
モ
ザ

　
「
自
由
に
楽
し
く
」が
モ
ッ
ト
ー

の
、フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

サ
ー
ク
ル
で
す
。

　
田
上
町・あ
じ
さ
い
会

�

長
沢　
幸
枝　
記

　
南
魚
沼
市・フ
ラ
ワ
ー

　
　

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
サ
ー
ク
ル��

ミ
モ
ザ

�

高
橋　
　
薫　
記

№772（第３種郵便物認可）  平成29年６月15日 
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く
な
い
）を
隠
し
た
い
。
男
性
で
あ
れ
ば

顔
を
隠
し
て
怪
し
い
？
こ
と
を
。
芸
能
人

な
ど
は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
外
出
の
定
番
は

マ
ス
ク
に
サ
ン
グ
ラ
ス
と
帽
子
。
こ
の
現

象
は
世
界
で
は
日
本
だ
け
だ
そ
う
で
、何

だ
か
気
味
が
悪
い
と
思
い
ま
す
。昔
か
ら
、

会
話
は
相
手
の
目
を
見
て
、顔
を
見
て
と

言
わ
れ
て
も
隠
し
て
い
た
ん
じ
ゃ
ど
こ
を

見
れ
ば
よ
い
の
や
ら
。�

（
田
原
）

　
マ
ス
ク
の
２
回
目

　

１
回
目
は
、日
本
で
は
マ
ス
ク
使
用
者

が
多
く
驚
き
と
い
う
話
で
し
た
。

　
病
気
の
人
な
ど
マ
ス
ク
着
用
が
必
要
な

人
の
こ
と
で
は
な
く
、そ
れ
以
外
の
理
由

で
マ
ス
ク
を
す
る
人
が
多
く
て
異
常
だ
と

思
う
の
で
す
。
理
由
は
い
ろ
い
ろ
。
女
性

で
あ
れ
ば
素
顔（
す
っ
ぴ
ん
を
見
ら
れ
た

事
務
局
長
の

つ
ぶ
や
き

「
地
域
活
動
の
お
か
げ
で
」

永
田
香
久
子

（
新
潟
市
）

気

す

元

で

か

お〈
新
会
長
が
就
任
〉

　
第
１
回
評
議
員
会
で
承
認
さ
れ

た
新
役
員
は
ト
ピ
ッ
ク
ス
に
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
新
会
長
は
前
任
の
早
川
寿
男
氏

が
退
任
し
ま
し
た
の
で
、後
任
者

が
会
長
職
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。

　
新
会
長　
笹
川　
桂
一

　
　
（
上
越
市
立
公
民
館
長

�

上
公
連
会
長
）

　
略�

歴：
上
越
市
の
国
際
交
流
課

長
、議
会
事
務
局
長
を
経
て

３
月
定
年
退
職
。４
月
か
ら

現
職
。市
内　
直
江
津
在
住
。

61
歳
。

　
特
技：英
会
話

〈
新
事
務
局
員
就
任
〉

　

事
務
局
員
・
島
津
和
子
氏
の

退
職
に
と
も
な
い
、新
事
務
局

員
に
広
瀬
松
司
氏
が
任
用
さ
れ

ま
し
た
。

　
新
事
務
局
員　
広
瀬　
松
司

　

略�

歴
：
新
潟
市
立
坂
井
輪
中

学
校
長
を
退
職
後
、新
潟

市
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー
指

導
主
事
。

　
　

�　
元
高
柳
町
派
遣
社
会
教
育

主
事
。
元
青
少
年
研
修
セ
ン

タ
ー
副
参
事
。
新
潟
市
西
川

在
住
。63
歳
。

※「
お
元
気
で
す
か
」の
コ
ー
ナ
ー
は
現
役
を
リ
タ
イ
ア
し
た
方
が
そ
の
後
も
元
気
に
活
動
し
て
い
る
様
子
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

　
私
は
退
職
し
て
13
年
に
な
り
ま
し

た
。
23
年
前
に
中
国
語
を
始
め
た

き
っ
か
け
は
、職
場
に
中
国
の
方
が

６
人
入
社
さ
れ
、私
も
少
し
で
も
役

に
立
ち
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

国
際
交
流
活
動
に
も
興
味
を
持
っ

て
、多
少
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
中
国
を
自
分
の

目
で
確
か
め
た
い
と
い
う
強
い
思
い

で
、23
年
前
に
初
め
て
海
外
旅
行
に

行
く
こ
と
が
で
き
、見
る
も
の
聞
く

も
の
全
て
が
驚
き
の
連
続
で
し
た
。

中
国
語
サ
ー
ク
ル
で
は
、た
く
さ
ん

の
中
国
人
の
先
生
か
ら
教
え
て
い
た

だ
い
た
言
葉
だ
け
で
な
く
、生
活
習

慣
、風
習
、考
え
方
等
を
知
る
こ
と
を

通
し
て
、ま
す
ま
す
中
国
と
い
う
国

に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。
先
生
は
平

成
26
年
に
吉
林
大
学
に
職
を
得
て
帰

国
さ
れ
、翌
年
７
月
に
招
か
れ
て
中

国
旅
行
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
吉
林
大
学
、長
白
山
、大
峡
谷
等

を
観
光
し
、先
生
、家
族
、学
生
を
含

め
15
人
で
８
日
間
の
旅
で
し
た
。
私

の
印
象
に
残
っ
た
こ
と
の
一
つ
目

は
、吉
林
大
学
で
研
究
生
と
片
言
の

中
国
語
で
交
流
し
た
こ
と
が
夢
の
よ

う
で
し
た
。
二
つ
目
は
、教
授
室
に

通
さ
れ
た
瞬
間
、１
枚
の
短
冊
が
掲

げ
て
あ
り
一
瞬
に
し
て
涙
が
あ
ふ
れ

止
ま
る
こ
と
な
く
感
動
し
た
こ
と
で

す
。
そ
の
短
冊
は
、私
が
卒
業
記
念

に
先
生
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
も
の
で

し
た
。

　
「
博
士
号
祝
し
雪
降
紅
の
ほ
ほ
」

　
こ
の
よ
う
な
体
験
を
す
る
こ
と
が

で
き
た
の
も
地
域
の
人
と
の
交
流
が

あ
っ
た
お
か
げ
で
、健
康
を
大
切
に

し
て
公
民
館
活
動
を
こ
れ
か
ら
も
続

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

河　川　愛　護　月　間
　国土交通省では、昭和49年から毎年７月を「河川
愛護月間」と定め、河川愛護運動を実施しています。
　本会でも、良好な河川環境の保全・再生のため、
地域住民の河川愛護意識の醸成に協力しています。

新潟県河川協会
会長（加茂市長）　小　池　清　彦

新潟市中央区新光町4-1　新潟県自治会館内
TEL 025（285）0041　　FAX 025（285）1609

評議員会であいさつをする笹川会長
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